

关于新生儿听力筛查
/新生児聴覚スクリーニングについて
一般来说每500人至1000人当中，会有１个有先天性听力障碍的孩子。但是，在新生儿期或婴幼儿期，由于不易被周围的成人发现，所以大多数情况都是在2岁左右的时候，因为还不会说话等情况被家长发现了异常，这时才知道有了听力障碍。
听不见或听不清说话，这对语言的发育会产生很大的影响。就先天性耳聋来说，考虑到大脑的语言学习最佳时期，在出生后最迟3至4个月时诊断是否有耳聋是最理想的。自动听性脑干诱发电位测试，是一种出生后马上就可以进行的检查。可在婴儿睡眠时间里进行，既不会伤害孩子，并且在短时间内可以安全地进行检查。而且该检查对听力异常的漏检的风险非常低，是一种很好的检查方法。根据该检查的结果，如果被判断为有异常，这并非直接意味着一定有听力障碍，但是需要您让孩子接受更详细的检查。
因接受了新生儿听力筛查，发现有听力障碍时，就需要早期佩戴助听器、做人工耳蜗手术或进行康复训练，从而可以促进语言发育，提高语言方面的沟通能力。
该检查是个重要的检查，但是需要自己负担费用，其检查费为　　　　　　日元＋消费税。
是否希望申请检查，请填写并提交申请检查书。
/生まれつき聴覚に障害を持つ赤ちゃんは500人から1000人に1人と言われていますが、新生児期および乳幼児期には周囲の大人が発見しにくいため、2歳前後になっても言葉を話さないなどの異常に保護者が気づき、初めて聴覚障害があることがわかるケースが多いです。
言葉が聞こえなかったり、聞き取りにくい場合、言語発達に大きな影響を及ぼします。先天性難聴の場合、脳における言語習得の適期を考慮すると、生後３−４カ月には難聴の有無を診断することが理想です。この自動聴性脳反応という方法は、赤ちゃんが生まれてすぐに行うことのできる検査で、赤ちゃんが眠っている間に、赤ちゃんを傷つけることなく、短時間で安全に行える検査です。しかも、検査による聴覚異常を見落とす危険性がかなり低い、非常に優れた検査法です。もし、この検査によって異常と判断された場合、ただちに聴覚に障害があることにはなりませんが、さらに詳しい精密検査をうけていただくことになります。
新生児聴覚スクリーニングを受けることにより、聴覚に障害があることがわかった場合には、早くから補聴器をつけたり、人工内耳手術を受けたり、訓練を行うことによって、言葉の発達を促すことができ、言語性コミュニケーション能力が高くなります。
このように重要な検査ですが、自費診療となり、　　　　　　　円+消費税の検査代が必要です。
検査の申し込み希望を記入の上、提出してください。
【申请检查书/検査申込書】
　年/年　　月/月　　日/日
 申请新生儿听力筛查。/新生児聴覚スクリーニング検査を申し込みます。
 不申请新生儿听力筛查。/新生児聴覚スクリーニング検査を申し込みません。
监护人签名/保護者署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新生儿姓名/赤ちゃんの名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新生儿出生年月日/赤ちゃんの生年月日  　　　　年/年　　月/月　　日/日
仅请申请检查者，填写下列信息。
/以下は、検査を申し込む場合のみ記入してください。
出院后的住址/退院後に生活される住所:　　　　　　　　　　　　　　　
电话号码/電話番号:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※我充分地接受了关于上述的说明，理解了内容。

/上記の内容につき十分な説明を受け、理解しました。

　　　　年/年　　月/月　　日/日

签字栏/署名欄

本資料は、医師や法律の専門家等の監修をうけて作成されておりますが、日本と外国の言葉や制度等の違いにより解釈の違いが生じた際には、日本語を優先とします。
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